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＊1  SARC-Calf：下腿周囲⾧とSARC-Fを組み合わせた指標で、
   下腿周囲⾧がカットオフ値の場合にスコアを10追加して評価する。

＊2  SPPB（Short Physical Performance Battery）：
    簡易身体機能バッテリーで、測定項目はバランステスト、歩行テスト、椅子立ち上がりテストの3つからなる。
    各テストを合計し、0～12点で評価する。

0～6点：低パフォーマンス、7~9 点：標準パフォーマンス、10～12 点：高パフォーマンス

注）骨格筋量については、BMIで補正するFNIH（Foundation for the National Institutes of Health）

カットオフ値：男性0.789 kg/BMI未満、女性0.512 kg/BMI未満

指輪っかテスト

症例発見 下腿周囲⾧ (男性<34cm，女性<33cm)
or SARC-F≧4
or SARC-CalF≧11

筋力
握力ɹ男性28kg未満、女性18kg未満

身体機能
5回椅子立ち上がりテストɹ12秒以上

アセスメント

症例発見 機能低下や機能障害/意図しない体重減少がみられた者/
抑うつ症状/認知機能低下がみられる者/転倒を繰り返す者/
低栄養/慢性疾患を有する者（心不全、COPD、DM、CKDなど）

下腿周囲⾧ (男性<34cm，女性<33cm)
or SARC-F≧4
or SARC-CalF≧11

筋力
握力ɹ男性28kg未満、女性18kg未満

身体機能
6m歩行 1.0m/秒未満
 or
5回椅子立ち上がりテスト 12秒以上
 or
SPPB: Short Physical Performance Batery ≧9

骨格筋量 ASM: Appendicular skeletal muscle mass 
 DXA: Dual-energy X-ray absorp ometry (M: <7.0 kg/m2, F: <5.4 kg/m2)
 or BIA: Bioelectrical impedance analysis (M: <7.0 kg/m2, F: <5.7 kg/m2)

サルコペニア 重症サルコペニア

サルコペニアの可能性

or 診        断

基準も使用可能となっている（ただしDXAのみ）。

簡易的評価に…

サルコペニア危険度 高低 ➡

➡

診        断
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低骨格筋量+低身体機能
+低筋力
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低骨格筋量+低身体機能
orɹ低骨格筋量+低筋力
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